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第７回 

日時：令和 7年 6月 17 日（火）14:25〜16:15（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

自分史の作成 

ｱ)グループ内での対話を通じて、自分の経験を多角的に見つめ直す。 

ｲ)他者の経験や視点に触れることで、自己理解を深めるヒントを得る。 

ｳ)対話で得た気づきを元に、振り返りシートの記述をより具体的で深い内容に修正

したり追記する。 

 

【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回 

日時：令和 7年 7月 2日（水）9:00〜11:50（全コース） 

場所：視聴覚教室、会議室、Amane 

【内容】 

山本竜也氏による講座 

ｱ)志望動機・志望理由書の概要を話す 

ｲ)自分史から要素を取り出す 

ｳ)未来についてのレクチャー／未来インタビュー準備 

ｴ)未来インタビューと振り返り 

 

第９回 

日時：令和 7年 7月 3日（木）11:00〜12:50（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

 ブリコラージュゼミのリハーサル 

 

第１０回 

日時：令和 7年 7月 8日（火）14:25〜16:15（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

ｱ)講座の内容を探究コースの他講座のメンバーに共有する（リハーサルで気づいた

課題も含めて発表する） 

ｲ)他講座のメンバーからのアドバイスも参考に最後の調整を行う 
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第１１回 

日時：令和 7年 7月 9日（水）9:00〜10:50（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室、会議室、Amane 

【内容】 

山本竜也氏による講座 

ｱ)自己アピールや資質・能力についての講話 

ｲ)自分史の要素を踏まえ、自己アピールをデザインする 

ｳ)自分史の要素から自己アピールをデザインする 

ｴ)トークフォークダンス上になって、3名くらい発表を聞いてコメントをもらう 

 

第１２回 

日時：令和 7年 7月 14 日（月）11:00〜12:50（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

 講座毎に最終準備 

 

第１３回 

日時：令和 7年 7月 15 日（火）12:00〜16:15（探究コースのみ）  

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

ｱ)準備 

ｲ)７３ページに記載されている講座を実施 

 

第１４回 

日時：令和 7年 7月 16 日（水）9:00〜9:50（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

ｱ)講座毎に振り返り 

ｲ)各講座 1分ずつで振り返り 

ｳ)個人で振り返りシートの記入 

 

 

第１５回 

日時：令和 7年 7月 16 日（水）10:00〜11:50（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室、会議室、Amane 

【内容】 

山本竜也氏による講座 

ｱ)対話で大事にした方が良いことについての講義 

ｲ)バグリスト ※ひたすら詰まっていること、困っていること等を書き出すワーク 

ｳ)ノンストップライティング ※まとまらなくていいから原稿用紙にひたすら書く

ワーク 

ｴ)振り返りをペアで行う 

ｵ)自律的に時間を使う意味について説明→目標設定→作業や相談等実施 

ｶ)自分で設計した作業に取り組む 
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第１６回 

日時：令和 7年 7月 17 日（木）9:00〜10:50（探究コースのみ） 

場所：視聴覚教室、会議室、Amane 

【内容】 

山本竜也氏による講座 

ｱ)テーマ書き／マッチング 

ｲ)対話１回目 

ｳ)テーマ書き／マッチング 

ｴ)対話２回目 

ｵ)大事にしたいことを書く 

ｶ)全員一言ずつ宣言 

 

【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１７回 

日時：令和 7年 7月 17 日（木）11:00〜12:50（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

自分史作成のための作業 

 

第１８回 

日時：令和 7年 8月 22 日（金）11:00〜12:50（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

・自分史作成のための作業 

 

第１９回 

日時：令和 7年 9月 8日（月）13:25〜15:15（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

ｱ)自分史発表会の会場（班分け）と本日の内容を説明 

ｲ)Web ページ（自分史）のアップの仕方と閲覧、投票についての説明 

ｳ)生徒は web ページを完成させて、授業終了までにアップする。 
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第２０回 

日時：令和 7年 9月 9日（火）14:25〜16:15（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

ｱ)各会場で生徒は順番に自分の web ページや発表資料が上手く投影できるかの確認

を行う。 

ｲ)時間が余った場合、昨日アップされた全員分の web ページを閲覧し、1 番良いと思

うサイトを作成した人に投票する。 

 

第２１回 

日時：令和 7年 9月 16 日（火）13:25〜16:15（全コース） 

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

自分史プレゼンテーション実施 

ｱ)発表の順を確認し、質疑応答の時間に使う質問カードを配布する。 

 ☆色のついたカード（5種類 30 枚）：発表の内容について深める質問 

 ♡白いカード（5種類 30 枚）：サイトについての質問 

 生徒は色のついたカードから2種類、白いカードから2種類を選んで持っておく。 

 質疑応答の時間には、そのカードを使って質問をすることができる。 

ｲ)教員は生徒一人一人の発表を聞いて評価を入力する。 

ｳ)生徒は、全員の発表終了後に教室内で、1番良かった発表書を選んでアンケートフ

ォームで回答し送信する。 

 

【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２２回 

日時：令和 7年 9月 17 日（水）9:00〜9:50（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

自分史プレゼン結果発表 

ｱ)オーディエンス賞 1名の発表 

ｲ)ベスト発表者賞 6名の発表と、選ばれた生徒によるプレゼンテーション 
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第２３回 

日時：令和 7年 10 月 8 日（水）11:00〜12:50（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

小論文講座 

 

第２４回 

日時：令和 7年 10 月 9 日（木）11:00〜12:50（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

小論文講座 

 

第２５回 

日時：令和 7年 10 月 14 日（火）11:00〜12:50（全コース） 

場所：視聴覚教室等 

【内容】 

ｱ)小論文講座 

ｲ)自分史プレゼン（9月 16 日）欠席者のプレゼン実施 

 

第２６回 

日時：令和 7年 10 月 21 日（火）14:25〜16:15（全コース） 

場所：視聴覚教室 

【内容】 

小論文講座 

 

第２７回 

日時：令和 7年 10 月 22 日（水）13:25〜15:15（全コース） 

場所：視聴覚教室、地歴公民科教室、図書室 

【内容】 

ｱ)小論文完成、提出 

ｲ)教員及び CN との面談  
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２．未来へつなぐコンサート 

 連携企業である株式会社 Nex-E 様の 10 周年記念コンサートに、本校の合唱部がピ

アノ奏者の加畑嶺氏、ヴァイオリン奏者の鈴木慶子氏とともに参加した。演奏に合

わせた合唱やピアノ連弾など、事前のオンライン打ち合わせやリハーサルなどを含

め、生徒も多く関わることができた。当日は１００人を超える入場があり、大盛況

だった。株式会社 Nex-E、津和野町つわの暮らし推進課、津和野町教育委員会の協力

のもと実現できたコンサートであり、共創の名にふさわしいものとなった。 

【コンサートについて】 

日時：令和７年３月２日（日）１８：３０～ 

会場：安野光雅美術館ロビー 

 

【リハーサルおよびコンサートの様子】 
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３．連携企業の方の校内拠点の設置 

 連携企業の方と本校教員や生徒がやりとりを円滑に進めるために、企業の方の拠

点をふらっとルームに設けた。株式会社 Nex-E の大庭成晴氏が定期的に来校し、本

業の傍ら生徒や教員の ICT 支援をしていただいている。 

【来校日】 

令和７年５月１６日（金）８：３０～１７：００ 

令和７年５月２１日（水）１０：００～１７：００ 

令和７年５月２６日（月）１１：５０～１７：００ 

令和７年６月２日（月）１１：５０～１７：００ 

令和７年６月４日（水）１５：００～１７：００ 

令和７年６月１１日（水）１６：３０～１８：００ 

令和７年６月１３日（金）１６：３０～１８：００ 

令和７年６月１４日（土）９：００～１７：３０ 

令和７年６月１６日（月）１５：００～１７：００ 

令和７年６月１８日（水）１１：５０～１７：００ 

令和７年７月２日（水）１０：００～１７：００ 

令和７年７月７日（月）１５：３０～１６：３０ 

令和７年７月１４日（月）１３：００～１７：００ 

令和７年７月１７日（木）１３：００～１８：００ 

令和７年７月２４日（木）９：００～１６：００ 

令和７年７月２８日（月）９：００～１０：００ 

令和７年９月１６日（火）１６：３０～１８：００ 

令和７年１０月３日（金）１３：００～１４：００ 

令和７年１０月６日（月）１５：００～１７：００ 

令和７年１０月２９日（水）１５：００～１７：００ 

令和７年１１月７日（金）１５：００～１７：００ 

令和７年１１月１９日（水）１５：００～１７：００ 

令和７年１２月４日（木）１５：００～１７：００ 

令和７年１２月１７日（水）１５：００～１７：００ 

令和８年１月９日（金）１５：００～１７：００ 

令和８年１月２３日（金）１５：００～１７：００ 

令和８年１月２８日（水）１５：００～１７：００ 

令和８年２月２日（月）１５：００～１７：００ 

令和８年２月９日（月）１５：００～１７：００ 

令和８年２月２５日（水）１３：００～１５：００ 

令和８年３月９日（月）１５：００～１７：００（予定） 

【依頼している主な業務内容】 

ｱ)デジタル講座の内容について、生徒への個別支援 

ｲ)デジタル機器の扱いについての相談 

ｳ)ホームページ作成の相談 

ｴ)連携内容についての意見交換 

ｵ)デジタル等について情報交換 
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ⅴ 情報活用能力育成のための取組 
１．東京企業研修訪問 

グランドデザインとの関連：知的好奇心 

 IT 企業へ訪問をすることで、生徒の進路志望の選択の幅や視野を広げるために希

望者を募り、企業訪問した。LINE ヤフー株式会社とグーグル合同会社渋谷オフィス

への訪問を予定していたが、悪天候による航空機欠航のため後者のみの訪問となっ

た。本校は Google for Education の事例校であることから、グーグル合同会社の方

の前にてプレゼンをすることもできた。 

【訪問について】 

日 時：令和７年３月２７日（木）～２８日（金） 

訪問先：グーグル合同会社渋谷オフィス 

参加者：１年生５名、２年生２名、引率教員２名 

【内容】 

 グーグル合同会社渋谷オフィス内の見学や、社員の方による会社説明、および生

徒による津和野を紹介するプレゼンを行った。 

【生徒の感想】 

ｱ)たくさんのことを学ばさせていただきましたが特に印象に残ったのは「やってみ

たいことはとりあえずやってみる」という言葉です。津和野高校でもやってみたい

をやってみるというキャッチフレーズがあり、ちかい物があるなと思って親近感が

湧いていました。そこで実際にやってみたいことを経験してそれが実際に結果とし

て現れているのがとても素敵だなと思いました、私は今自分がやりたいことがある

のに本当にこれやってみて何かにつながるのかなとか本当にこれをやって良いのか

ななど不安だらけで何かをやりたいと思ってもためらってしまう自分がいました。

なので今回、貴重な話を聞けてとても心が動かされました。やりたいことをやると

いう勇気が出たので今後の進路のためにたくさん挑戦したいです。 

ｲ)初めてグーグル合同会社に行ってみて、聞いていた通りにとてもグローバルな会

社だなと思いました。互いの考えや文化、宗教など尊重し合って助け合っている部

分が私はとても好きでした。場所や環境が変わったとしても、性格や一人ひとりの

考えは変わらないから様々な考えやアイデアが生まれるんだなとお話を聞いて感じ

ました。 

ｳ)津和野高校は「やってみたい」を「やってみる」にするというのがテーマとして

いて、私は総合的な探究の時間で「書道をもっと身近にさせたい」ということをし

ています。旅館のお品書きを自分の書で書いてより多くの人に目にしてもらうとい

うとりくみをしています。しかし、この取り組みは高校 2・3 年で終わってしまうこ

とがとても残念だなと感じています。グーグル合同会社さんの取り組みは国から次

の国へと取り組みなどがつながっていっているから、今の規模まで広がっているの

かなと思いました。なので、自分のやっている取り組みが次の世代にとつながって

いってほしいなと思っています。 
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【研修の様子】 
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２．数学ゼミ 

グランドデザインとの関連：知的好奇心 

 数学科舟木亮介教諭による、数学に興味を持っている２年生希望者を対象とした

放課後のゼミを、24 教室を会場にして以下のように実施した。 

【目的】 

日常生活にある事象を数学的に捉え、他者とその解決策について考えることを通

して「課題発見力」と「課題解決力」を養う。 

 

第１回 

日時：令和７年４月１４日（月）１５：４０～１６：４０ 

【内容】 

完全順列 

クラス全員が席替え後、異なる席に座る確率をどのようにして求めるかについて

考えた。大学入試でも度々出題されるテーマではあるが、普段の授業ではあまり取

り上げられない。現時点では未習の”漸化式”の考え方にも触れ、その内容に興味

を持つ生徒もいた。ゼミ後も自主的に計算を進めて、その成果を報告した生徒もい

た。 

 

第２回 

日時：令和７年４月２１日（月）１５：４０～１６：４０ 

【内容】 

フロベニウスの硬貨交換問題 

４円玉と７円玉を使ってちょうど支払うことのできない金額の最大値を求める問

題を扱った。生徒は具体的に実験や議論をしながら、生徒だけでほぼ結論までたど

り着いた。整数の分野の既習事項と絡めながら証明までをゼミで扱い、ほとんどの

生徒が十分に理解している様子だった。「おもしろい」と内容に強い関心を抱いて

いる生徒もいた。なお、この内容は 2000 年の大阪大学入試問題にも出題されるよう

な、柔軟な思考を必要とするテーマである。 

 

第３回 

日時：令和７年４月２８日（月）１５：４０～１６：４０ 

【内容】 

シンプソンのパラドックス 

 仮想の A と B の２つの高校が受験した試験の男女別平均点を比較すると、A 高校の

平均得点が高く見えるが、各校の男女別の人数によって学校全体の平均得点が変わ

る場合がある。このように、集団を２つに分けた場合、ある仮説が成立したとして

も、集団全体ではその仮説は成り立つとは限らないことを数学的に考える演習を行

った。生徒は、情報を読み取るときはその裏側にある事柄を分析し判断する必要が

あることについて理解していた。 
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【ゼミの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回 

日時：令和７年５月１９日（月）１４：５０～１５：５０ 

【内容】 

ルーローの三角形 

 掃除ロボットの形として採用されているルーローの三角形について、その作り方

や特徴を学んだ後、円と比較しながら日常のどの場面において有用な図形であるか

を考えた。その際、円との面積比を計算によって導き出した。式の立て方やその計

算など、グループで話し合いをしながら粘り強く問題に取り組もうとしていた。 

 

【ゼミの様子】 

 

第５回 

日時：令和７年５月２６日（月）１４：５０～１５：５０ 

【内容】 

ゲーム理論 

「囚人のジレンマ」について学び、回数が１回もしくは有限回数の場合は相手を

裏切った方が利益があることや、有限ではない場合は協力した方が良いことを演習

を通して確認した。身近な事柄に結びつけやすい内容であり、参加生徒も興味を持

って取り組んでいた。 

【生徒の感想】 

ｱ)囚人のジレンマは公共の授業で学んだけど、繰り返し行うとどうなるのか、どの

選択をすると自分にとって利益が出るのかを考えることができて楽しかったです。 

ｲ)今日のゼミを通して、囚人のジレンマのようなことは日常にも多く存在している

とわかりました。互いの選択が互いに影響し合うような事柄は、囚人のジレンマの

ようなパターン以外にも多くありそうなので、色々調べてみたいと感じました。 
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ｳ)これからもゼミを続けてほしいです。内容が知らないことばかりなので、受けて

いてとてもおもしろいです。生徒会の仕事が入るので行く機会は少なくなるかもし

れませんが、今後とも続けて通いたいです。 

ｴ)世の中には変わったことを本気で考えている人もいるとわかった。 

 

第６回 

日時：令和７年６月２日（月）１４：５０～１５：５０ 

【内容】 

正規分布 

サイコロ２０個を１００回投げたとき、１の目の個数をｘ軸、その個数の時の回

数をｙ軸としたヒストグラムをテーマとした。実際にサイコロを投げる試行を行い、

データを記録しながらヒストグラムを完成させ、正規分布について理解を深めた。

その後、模試の平均点と標準偏差を用いて正規分布についての演習を行い、身近な

データの持つ意味について確認していた。 

 

第７回 

日時：令和７年６月９日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

複利計算 

 積立 NISA についてテレビ等で報道されているが、毎年４０万円を２０年積み立て、

年利５％だった場合に元金がいくらになるかを、等比数列を用いて計算した。数列

の公式が社会でどのように用いられているかを知ると同時に、多くの利益が得られ

ることに生徒たちは驚いていた。さらに、３０００万円を年利２％で３５年返済と

した場合を、等比数列を用いて計算をし、その結果に生徒たちは驚いていた。 

 

第８回 

日時：令和７年６月１６日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

あみだくじ 

 あみだくじの行き先が重複しないことを、数学的帰納法を用いて証明した後、行

き先が想定通りになるようなあみだくじにするためには、どのように線を引けば良

いかについて考える演習を行った。 

 

第９回 

日時：令和７年７月１４日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

必勝法を考える 

「論理的思考力を鍛える」をテーマに、トランプゲーム（ポーカー）の必勝法を

考えるゼミを行った。議論を重ねる中、最終的に生徒は必勝法を見つけだせていた。 
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【ゼミの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０回 

日時：令和７年９月８日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

チンチロを分析してみよう 

３つのサイコロを用いたゲーム「チンチロ」を扱った。出たサイコロの目によっ

て役があるが、それぞれの役の出現確率について予測した。その後、ゲームを体験

し、事前に算出した出現確率の妥当性を確かめた。 

 

第１１回 

日時：令和７年１０月２０日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

計算尺 

1970 年代まで実際に用いられていた計算のための道具である”計算尺”を用いて、

実際に基本的な計算方法を学んだ。計算尺の本質は、対数の性質を利用したもので

あるため、最近授業で学習した内容とリンクし、理解を深めることができた。 

 

第１２回 

日時：令和７年１０月２７日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

握手問題 

「握手問題」という論理的思考を要する問題について考察した。具体的に図を書

いたりイメージする中で、必要な情報を正しく読み取り、正しい解答まで到達する

ことができた。また、より一般化した場合（n人）についても考察した。 

 

〇第１３回 

日時：令和７年１１月１０日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

容積を最大にする立体の考察 

折り紙を折ってふたのない立体を作るときの、容積が最大にとなる立体の形状を

考えるゼミを行った。直方体に限らず、円柱型や船型等、自由な発想で考察した。

なお、この問題は未解決問題であり、石川県立金沢泉丘高等学校理数科が過去に課

題研究のテーマとして取り組んだものである。 

（https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/izumih/wysiwyg/file/download/30/2058） 
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第１４回 

日時：令和７年１１月１７日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

ベクトルを用いた既知の定理の証明 

直近でベクトルについて学習したこともあり、その有用性について確認するゼミ

を行った。具体的には、既知の公式等をベクトルという考え方を用いて証明する方

法について考察した。考え方次第で簡単に証明できることに驚く生徒が多くいた。 

 

第１５回 

日時：令和７年１２月８日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

グラフ作成アプリを用いてしまねっこを表現しよう 

これまでに学習した関数の知識を用いて、グラフ作成アプリ上にしまねっこを表

現するゼミを行った。曲線をうまく表現するために、関数の一部を切り取ってつな

ぎ合わせるなど、各自創意工夫が見られた。既習事項をゼミメンバーに確認したり

協議をするなどして各々の作品を作った。 

 

【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６回 

日時：令和７年１２月１５日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

∑の公式を導出しよう 

数列の和を求めるために使用する∑の公式の証明を行い、また、教科書には出て
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こない 4 乗の和を求める公式の導出を実際にさせた。n 乗までの和の公式が分かると、

(n+1)乗の和の公式が求められるため、生徒は実際に手を動かしながら、試行錯誤し、

証明にたどり着いていた。粘り強く計算する力を身に着けさせることができた。 

 

第１７回 

日時：令和８年１月２６日（月）１６：００～１７：００ 

【内容】 

生成 AI を用いて、アプリを開発しよう 

生成 AI を用いて、数学的要素（公式や定理、計算、パズル、論理的思考など）を

含むアプリを開発するゼミを行った。生成 AI と、作りたいアプリの構想について壁

打ちさせ、生成 AI が作成したコードを生徒端末内でテキストファイルとして入力し

html ファイルで出力することで、アプリを作った。計算を迅速に行うことで、敵を

倒すゲームを作った生徒や、銃の玉の軌道が様々な関数の形を描くシューティング

ゲームを開発した生徒もいた。生徒の柔軟な発想で面白いアプリが作られていて、

授業者は感心していた。生徒の食いつきも良く、ゼミの後も引き続きどうしたら面

白いアプリが作れるか協議をしている様子が印象的だった。 

 

【授業の様子】 
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３．デジタル講座 

グランドデザインとの関連：情報活用能力 

(1)前期 

 株式会社 Nex-E の大庭成晴氏を講師とし、全８回の講座を開始した。１５名の生

徒が参加申し込みをした。 

 

第１回 

日時：令和７年４月２３日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 講座の概要説明の後、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、ディスプレイに

ついて実際に使用する体験を行った。生徒は各機器の性能について興味を持ってい

た。今後の創作活動に向けての意欲向上や、チーム作りにつながった。 

 

【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 

日時：令和７年４月２８日（月）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 株式会社 Nex-E の会社紹介ビデオを視聴した後、この動画作成のためにシナリオ

や絵コンテを作成したことについて説明があった。その後、生徒は２グループに分

かれ、スプレッドシートの共同編集機能を用い、どのような動画を作成するかにつ

いてアイデアを共有した。次回までに動画や静止画を撮影してくることを宿題とし、

必要に応じて撮影機材を貸し出した。 

 当日は、益田市立益田小学校教諭の視察もあった。 

 

【講座の様子】 
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第３回 

日時：令和７年５月１６日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：HAN-KOH 

【内容】 

 自分たちで撮影した写真を確認した後、動画に使う音源を音源サイトから検索し、

どの場面に用いるかを構想シートの中に記入した。次回までにさらに動画を撮影す

ることを課題とした。 

 

【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回 

日時：令和７年５月２６日（月）１５：１０～１６：１０ 

会場：Amane 

【内容】 

 作成する動画について、具体的な協議や制作が始まった。話し合いをする中で、

構想が似ている生徒同士でグループを作成した。今までに撮った静止画や動画をも

う一度見直し、必要な映像を撮影し、翌週の講座に持ち寄ることを確認した。 

 

【講座の様子】 

 

第５回 

日時：令和７年６月２日（月）１５：１０～１７：００ 

会場：Amane 

【内容】 

 動画作成アプリを用いて、動画の編集作業を本格的に開始した。前回決定したグ

ループ毎に、自分の個人端末をモニターに繋ぎ、ヘッドセットを用いて音声を確認



107 

しながら編集作業を進めていた。グループ内で編集担当と画像や操作方法の検索担

当に分かれて効率よく作業を進める姿や、講師が説明していないアプリの使い方を

自分で見つけて編集を進める姿もあった。参加者は集中して作業を行い、時間が経

つのを忘れているようだった。 

 

【講座の様子】 

 

第６回 

日時：令和７年６月１８日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 動画の編集作業を継続して行った。週末に行われたＪＡＭの写真等も使えるよう

にし、作業を行った。事前にしっかりとしたシナリオができていたため、作業は早

く学校紹介動画を１つ作成することができた。 

 

第７回 

日時：令和７年７月２日（火）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 動画作成アプリを用いて、動画の編集作業を本格的に開始した。前回決定したグ

ループ毎に、自分の個人端末をモニターに繋ぎ、ヘッドセットを用いて音声を確認

しながら編集作業を進めていた。グループ内で編集担当と画像や操作方法の検索担

当に分かれて効率よく作業を進める姿や、講師が説明していないアプリの使い方を

自分で見つけて編集を進める姿もあった。参加者は集中して作業を行い、時間が経

つのを忘れているようだった。 

 

第８回 

日時：令和７年７月１４日（月）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 動画を完成させ、上映会を行った。30 秒のショート動画１本と、２分程度の動画

３本が完成した。完成した動画はそれぞれ、JR 通学生の視点、寮生の視点、周囲の

大人に着目した点から編集されたものであり、類似した素材を用いてもそれぞれに

個性が見られた。 

７月２８日（月）オープンスクールの全体説明会にて、完成した動画を上映した。 
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(2)後期 

 前期講座受講者より、継続して受講したいという希望もあり、Nex-E の大庭成晴氏

と新たに宮内氏を講師として、デジタル講座を再び開講した。学校や校外の紹介す

る動画を作成し、年度末に披露することを目標としている。 

 

第１回 

日時：令和７年１０月２９日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 今後の予定を確認した後、カメラの使い方について学習した。その後 F 値やシャ

ッタースピードを変更することで、より被写体を鮮明に撮影する方法について、演

習を通して学んだ。 

 

第２回 

日時：令和７年１１月５日（金）１５：４０～１６：４０ 

会場：ふらっとルーム 

【内容】 

 新しい動画についてどのような構成にするかを検討した。 

 

第３回 

日時：令和７年１１月１９日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 アプリを用いて動画のオープニング部分の作成をした。 

 

第４回 

日時：令和７年１２月３日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：会議室 

【内容】 

 どのような構成で動画を作成するか検討し、新たに必要な写真や動画について確

認した。 

 

【講座の様子】 
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第５回 

日時：令和８年１月９日（金）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 どのような構成で動画を作成するか検討し、新たに必要な写真や動画について確

認した。具体的な撮影計画も考えた。 

 

第６回 

日時：令和８年１月２３日（金）１５：４０～１６：４０ 

会場：ふらっとルーム 

【内容】 

 撮影してきた画像を確認し、動画の構成を考えた。 

 

第７回 

日時：令和８年１月２８日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 撮影してきた画像を確認し、動画の構成を考えた。また、新たな撮影計画を考え

た。 

 

第８回 

日時：令和８年２月２日（月）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 撮ってきた写真や画像を整理し、動画の構成を考えた。 

 

第９回 

日時：令和８年２月９日（月）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 動画の編集作業を進めた。 

 

第１０回 

日時：令和８年２月２５日（水）１３：００～１４：００ 

会場：Amane 

【内容】 

 動画の編集作業を進めた。 

 

第１１回（予定） 

日時：令和８年３月９日（月）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 作成した動画を発表し、活動を振り返る予定。 
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４．部活動での大会企画 

グランドデザインとの関連：情報活用能力 

 グローカル・ラボ部が主催するタイピング大会を、株式会社 Nex-E 様の支援を受

けて実施することになり、打ち合わせを行った。 

 

第 1 回 

日 時：令和７年５月１５日（木）１４：００～１５：３０ 

会 場：Amane 

参加者：株式会社 Nex-E 熊田洋子氏、大庭成晴氏 

本校１年生５名、２年生２名、教員３名 

【内容】 

 最初に生徒が実施案についてのプレゼンを行い、株式会社 Nex-E 様より意見をい

ただいた。以下のような内容が協議された。 

(1)タイピング大会のルール 

(2)タイピング大会を本校の文化部合同公演である JAM のイベントの一部として実施

すること 

(3)タイピング大会当日スケジュール 

(4)大会までの実施日程 

(5)参加者を募る方法 

 次回の打ち合わせ日程を決定し、当日や準備日程について協議することとした。 

 

【協議の様子】 

 

第２回 

日 時：令和７年５月２１日（水）１５：１０～１６：１０ 

会 場：ふらっとルーム（ハイブリッド） 

参加者：株式会社 Nex-E 熊田洋子氏、大庭成晴氏、蒔田将大氏 

本校１年生５名、２年生２名、教員３名 

【内容】 

(1)イベント当日の日程および使用するタイピングアプリについて 

 JAM 参加部活動の代表で行われた日程調整において、他の部の発表と平行し体育館

２回ギャラリーにて予選を行うこと（約１時間）、上位８名によるトーナメントを

ステージにて行うこと（３０分）が決まったと生徒より報告があった。また、生徒

が使用することを考えていたアプリは、タイプする文字が難しいため取り組みにく

いという報告もあった。そこで、親しみのあるアプリを探し、次回打ち合わせまで
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に当日の日程と使用するアプリを決定することとした。 

(2)チラシについて 

 チラシの内容および配布方法について確認した。参加者を集めるためにはチラシ

を置くのみならず、個人に声をかけることが大切であることが指摘された。チラシ

についても、次回打ち合わせまでに修正し、その後配布することとした。 

(3)景品について 

 マグカップ等を株式会社 Nex-E 様よりご提供いただけることとなった。 

 

第３回 

日 時：令和７年５月２６日（月）１６：３０～１７：３０ 

会 場：ふらっとルーム（ハイブリッド） 

参加者：株式会社 Nex-E 熊田洋子氏、大庭成晴氏、蒔田将大氏 

本校１年生５名、２年生２名、教員１名 

【内容】 

(1)使用するタイピングアプリおよび当日の動きについて 

 生徒が新たに提案したアプリを用いることとし、予選と決勝において利用するコ

ースを変えることとした。また当日のスタッフの動き方の確認や、時間が想定より

も長くなった場合、短くなった場合などの確認をし、詳細を検討していくこととし

た。 

(2)チラシの配布および集客方法について 

 チラシの配布については、公民館に置かせていただいたり株式会社 Nex-E 様にイ

ンターネット上にて公開していただくこととした。 

 

【協議の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回 

日 時：令和７年６月４日（水）１６：３０～１７：３０ 

会 場：ふらっとルーム（ハイブリッド） 

参加者：株式会社 Nex-E 熊田洋子氏、大庭成晴氏、蒔田将大氏 

本校１年生３名、２年生３名、教員１名 

【内容】 

(1)前回の打ち合わせ以降に行ったことについて 

 チラシの配布を、５月３０日に JAM 出演部活動で協力して行ったことについて報

告があった。公民館や町内の商業施設などに配布したが、Nex-E さんにもご協力頂い

て、配布続けることとした。また、参加者人数の集まりが低調であることから、個

別に声をかけたりすることが必要であるという指摘を受けた。 
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(2)イベント当日の日程 

 当日の日程について、分刻みの日程案を見ながら確認作業をした。会場のレイア

ウトやスタッフの人数なども確認した。受付や景品の授与など細部まで計画されて

いたが、体育館中央にて決勝戦を行う際の機材設置についてのリハーサルが未実施

であり、予定通り機材が動くか疑問が残ったため、確認することとなった。 

(3)参加賞について 

 参加賞のマグカップと一緒に本校の紹介などを渡すこととした。 

 

第５回 

日 時：令和７年６月１１日（水）１６：３０～１７：３０ 

会 場：ふらっとルーム（ハイブリッド） 

参加者：株式会社 Nex-E 熊田洋子氏、大庭成晴氏、蒔田将大氏 

本校１年生５名、２年生２名、教員１名 

【内容】 

(1)参加申し込み人数について 

 目標の３０名に達しなかったが、当日参加者を募って３０名にすることとした。 

(2)リハーサルについて 

 ６月１３日放課後よりリハーサルができるため、様々な想定をして行うことを確

認した。 

 

第６回 

日 時：令和７年６月１６日（月）１５：４０～１６：４０ 

会 場：ふらっとルーム（ハイブリッド） 

参加者：株式会社 Nex-E 熊田洋子氏、大庭成晴氏、蒔田将大氏 

本校１年生３名、２年生２名、教員１名 

【内容】 

タイピング大会の振り返り 

 大会運営についての良かった点や改善点をスプレッドシートにまとめ、約３０項

目共有した。会場の設計や準備物や演出といった部分を良かった点として挙げ、ス

テージ進行との時間調整や参加者の集め方、説明不足の点が課題点として挙がった。

部として次年度もイベントを実施したいという意思を確認し、今回の振り返りの内

容を部内の財産としていくことを確認した。 

 

【タイピング大会＜６月１４日＞の様子】 
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５．デジタル活用推進委員資格取得講座 

グランドデザインとの関連：情報活用能力 

 デジタル庁の資格であるデジタル活用推進委員を取得するための講座を、株式会

社 Nex-E の大庭成晴氏を講師として開始した。18 名の生徒が申し込みをした。 

 

第１回 

日時：令和７年７月１７日（木）１６：３０～１８：００ 

会場：Amane 

【内容】 

 デジタル推進委員の資格および今後の講座日程の説明の後、講師になるために必

要なスキルについて講義があった。参加者は演習をしながら自分のスキルについて

確認し、改善を図った。 

 

第２回 

日時：令和７年９月１６日（火）１６：３０～１８：００ 

会場：Amane 

【内容】 

 １０月２６日（日）に「シルクウェイにちはら」にて行われるイベントの一角に、

「スマホ講座」のブースを設けることになった。その準備として、イベントのチラ

シ作りや実施内容について６人ずつの３グループに分かれ、作業を進めた。 

 

第３回 

日時：令和７年１０月６日（月）１５：４０～１６：００ 

会場：Amane 

【内容】 

 １０月２６日（日）に行うスマホ教室のチラシや、当日の流れについて確認をし、

当日に向けて最終準備をした。 

 

第４回 

日時：令和７年１０月２６日（日）９：３０～１２：３０ 

会場：シルクウェイにちはら 

【内容】 

 参加者が３つのグループに分かれ、各グループ１時間ずつブースにてスマホ講座

を実施した。シルクウェイにちはらで行われていたイベント参加者にスマホ講座へ

の参加を呼びかけ、参加者に対して丁寧に使い方を説明した。１５名程度の参加者

があった。 
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【講座の様子】 

 

第５回 

日時：令和７年１２月１７日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 １０月２６日（日）に行ったスマホ教室の振り返りをし、資格取得に向けて書類

の作成等をした。 

 

【講座の様子】 
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６．ビジネスマナー講座 

グランドデザインとの関連：知識・技能 

 株式会社 Nex-E 様に、校外の方と情報をやりとりする際のマナーについて講座を

開催していただいた。 

【講座の概要】 

日時：令和７年９月１３日（土）９：３０～１２：００ 

会場：Amane 

参加者：生徒１３名 

【内容】 

 ビジネスマナーの基本である名刺交換の講習から始まり、メールを送信する際の

作法や言葉遣いなどについて教えていただいた。 

 

【講座の様子】 
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７．Google for Education 事例校サミットへの参加 

グランドデザインとの関連：知的好奇心 

 本校は Google for Education 事例校プログラム（現 Reference Program）に参加

しており、参加校同士が集まり交流する事例校サミットへ参加した。主催者によっ

てプレゼン登壇者として選出された２年生３名に、引率教員１名が同行して参加し

た。 

 

【概要】 

日時：令和７年９月２０日（土）１３：３０～１７：００ 

会場：グーグル合同会社渋谷オフィス 

【内容】 

 グローカル・ラボ部に所属する登壇者３名が、日頃の部活動の様子や普段どのよ

うに Chromebook™ を活用しているかについて、他校の教員や生徒を前にしてプレゼ

ンをした。また、その後の交流会にて意見交換をすることで、今後の活動への意欲

を高めていた。特に、他校では AI の活用が進んでいることを知り、AI への興味関心

を高めていた。 

 

【イベントの様子】 
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８．プログラミング講座 

グランドデザインとの関連：情報活用能力 

 タイムカプセル株式会社相澤謙一郎氏と社員の方を講師として、プログラミング

講座を開講した。Unity を用いたゲームの作成を学んでいく。 

 

第１回 

日時：令和７年１２月３日（水）１５：４０～１６：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 Unity の初期操作の仕方や、ブロックの配置の仕方について学んだ。 

 

【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 

日時：令和８年１月１５日（木）１６：４０～１７：４０ 

会場：Amane 

【内容】 

 Unity のテンプレートを使いながら、パズルゲームの製作に取り組んだ。 

 

第３回（予定） 

日時：令和８年３月６日（金）１５：４０～１７：１０ 

会場：Amane 

【内容】 

 Unity を使ったゲーム制作を行う予定。 
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９．学校設定科目の計画作成 

 次年度から始まる学校設定科目について、各回ごとの計画を連携企業に依頼をし、

その大枠が完成しつつある。今後は、日程調整などを年度末に向けて行う予定。 

 

(1)総合コース 「情報活用」 ３単位 

第 1章 情報セキュリティと AI 活用 

担当：株式会社アドレス 

回 内容 

第 1回 SNS の特徴とリスクを理解する 

第 2回 AI の種類と正しい向き合い方を知る 

第 3回 実社会での活用事例から学ぶ 

第 4回 AI を使って課題解決を試す 

第 5回 SNS を目的別に使い分ける力を身につける 

    

第２章 プレゼンテーションとデータ活用 

担当：株式会社アドレス 

第 1回 データを理解し、伝わる形にまとめる基礎を学ぼう 

第 2回 データの種類と正しい読み取り方を学ぼう 

第 3回 伝わるプレゼンの構成を考えよう 

第 4回 スライドデザインの基本を身につけよう 

第 5回 伝わるスライドの完成度を高めよう 

第 6回 感情に届くスライドを設計しよう 

第 7回 声と表情で伝えるプレゼン練習をしよう 

第 8回 チームでテーマを決めて発表準備を進めよう 

第 9回 課題テーマを設定しよう 

第 10 回 データを収集して整理しよう 

第 11 回 グラフでデータを可視化しよう 

第 12 回 データから読み取れることを整理しよう 

第 13 回 データの信頼性を確認しよう 

第 14 回 プレゼン資料を整理しよう 

第 15 回 リハーサルで改善点を見つけよう 

第 16 回 本番発表①（前半グループ） 

第 17 回 本番発表②（後半グループ） 

第 18 回 発表の振り返りを行おう 

第 19 回 優秀発表の共有と講評を聞こう 

第 20 回 学びのまとめと次へのステップ 

    

第３章 地域についての課題発見演習① 

（津和野高校 Web サイト改善） 

担当：株式会社 Nex-E 

第 1 回 Web サイト改善の目的を理解しよう 

第 2回 Web マーケティングの基礎を学ぼう 

第 3回 津和野高校 Web サイトを分析しよう 
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第 4 回 ターゲットを明確にしよう 

第 5回 Web コンテンツの目的を考えよう 

第 6回 Web 課題の全体像をまとめよう 

第 7回 課題を整理し、改善テーマを決めよう 

第 8回 ターゲットに響くコンテンツを考えよう 

第 9回 改善案を企画書にまとめよう 

第 10 回 改善計画を発表しよう 

第 11 回 Web デザインの基本を学ぼう 

第 12 回 UX と UI を意識した改善を考えよう 

第 13 回 SEO の基礎を学び、検索されるサイトを設計しよう 

第 14 回 デザインモックアップを作成しよう 

第 15 回 改善案を Nex-E へ提案しよう 

第 16 回 Nex-E との連携ミーティングを行おう 

第 17 回 Web コンテンツ制作を始めよう 

第 18 回 Web ページのデザインを仕上げよう 

第 19 回 完成したページを Web に反映しよう 

第 20 回 制作を振り返り、次の改善へつなげよう 

第 21 回 Web 改善の効果をデータで確認しよう 

第 22 回 データから成果と課題を整理しよう 

第 23 回 Web 改善の成果をまとめてプレゼンする 

第 24 回 成果発表会と全体振り返り 

    

第４章 地域についての課題発見演習② 

（関係人口創出のための施策） 

株式会社アドレス 

第 1回 関係人口と二地域居住・多拠点生活を知る 

第 2回 津和野の拠点に関する役割と特徴を知る 

第 3回 稼働状況データから拠点の実態を知る 

第 4回 関係人口の視点で課題を考える 

第 5回 利用者データから関係人口像を読み取る 

第 6回 アンケート・ヒアリングで行動を確かめる 

第 7回 データと人の声を重ねて全体像を見る 

第 8回 課題を仮説として整理する 

第 9回 課題仮説から施策の軸を決める 

第 10 回 施策アイデアを具体化する 

第 11 回 施策の効果を予測する 

第 12 回 施策案を共有し、磨き上げる 

第 13 回 施策を実行に移すための計画を立てる 

第 14 回 情報発信コンテンツを作成する① 

第 15 回 情報発信コンテンツを作成する② 

第 16 回 計画した施策を実行に動かす 

第 17 回 実行結果をもとに振り返る 

第 18 回 改善の方向性を整理する 
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第 19 回 施策実行後の変化をデータで捉える 

第 20 回 数値と実行時の気づきを結びつける 

第 21 回 施策と結果を文章で整理する 

第 22 回 伝わる発表資料を作成する 

第 23 回 学びを共有し、意見を受け取る 

第 24 回 活動のまとめと自己評価 

    

第５章 オープンカンパニー 

担当：株式会社アドレス 株式会社 Nex-E 

第 1 回 オープンカンパニーの目的を理解しよう 

第 2回 企業の現場を観察し、素材を集めよう 

第 3回 社長インタビューを撮影しよう 

第 4回 実務体験と追加撮影を行おう 

第 5回 課題解決アイデアを考えよう 

第 6回 動画編集を進めよう 

第 7回 成果発表と企業からのフィードバック 

第 8回 動画公開と振り返りをしよう 

    

第６章 地域課題の発見と新規プロダクト提案 

（オリジナルテーマの研究・発表） 

担当：株式会社 Nex-E 

第 1 回 津和野町を多角的に理解しよう 

第 2回 地域の強みと課題を整理しよう 

第 3回 課題をデータで裏付けよう 

第 4回 研究テーマを設定しよう 

第 5回 調査の目的と方法を整理しよう 

第 6回 アンケートを設計してみよう 

第 7回 地域の方へのヒアリングを計画しよう 

第 8回 調査結果を整理し、課題を深堀しよう 

第 9回 アイデアを広げよう 

第 10 回 アイデアを整理して方向性を決めよう 

第 11 回 プロダクトの形を考えよう 

第 12 回 プロダクト企画を発表しよう 

第 13 回 プロダクトの構成を設計しよう 

第 14 回 モックアップや試作品を作ってみよう 

第 15 回 プロダクトを見せる資料構成を考えよう 

第 16 回 スライドデザインを整えよう 

第 17 回 プレゼンの伝え方を練習しよう 

第 18 回 プレゼン資料を最終整理しよう 

第 19 回 成果発表会の目的と準備を確認しよう 

第 20 回 成果発表会（前半） 

第 21 回 成果発表会（後半） 

第 22 回 発表内容を振り返り、学びを整理しよう 
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第 23 回 地域の方や関係者へ成果を共有しよう 

第 24 回 最終共有会と授業の総括 

 

(2)探究、自然科学コース 「データサイエンス実践」 １単位 

第 1章 情報セキュリティと AI 活用 

担当：株式会社アドレス 

回 内容 

第 1回 SNS の特徴とリスクを理解する 

第 2回 AI の種類と正しい向き合い方を理解する 

第 3回 実社会での活用事例から学ぶ 

第 4回 AI を使って課題解決を試す 

第 5回 SNS を目的別に使い分ける力を身につける 

  

第２章 プレゼンテーションとデータ活用 

担当：株式会社アドレス 

第 1回 データとプレゼンが果たす役割を理解する 

第 2回 データを読み取り、見やすく表す 

第 3回 分かりやすい話の構成を身につける 

第 4回 見やすく伝わるスライドを作る 

第 5回 短時間の発表を通して「伝える」感覚をつかむ 

第 6回 身近なテーマを決め、データを集め始める 

第 7回 集めたデータを整理し、見える形にする 

第 8回 データ構成をまとめてスライドにする 

第 9回 （成果発表会）データを使って分かりやすく伝える 

第 10 回 学んだことを振り返り、次に繋げる 

    

第３章 地域課題の発見と新規プロダクト提案 

（オリジナルテーマの研究・発表） 

担当：株式会社 Nex-E 

第 1 回 津和野町を多角的に理解し、地域の強みと課題を整理しよう 

第 2回 課題をデータで裏付けよう 

第 3回 研究テーマを設定しよう 

第 4回 調査の目的と方法を整理しよう 

第 5回 アンケートを計画し、ヒアリング計画を立てよう 

第 6回 調査結果を整理し、課題を深堀しよう 

第 7回 アイデアを広げよう 

第 8回 アイデアを整理して方向性を決めよう 

第 9回 プロダクトの形を考え、企画し発表しよう 

第 10 回 プロダクトの構成を設計しよう 

第 11 回 モックアップや試作品を作ってみよう 

第 12 回 プロダクトを見せる資料構成を考えよう 

第 13 回 スライドデザインを整えよう 

第 14 回 プレゼンの伝え方を練習し、資料の最終調整をしよう 
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第 15 回 成果発表会の目的と準備を確認しよう 

第 16 回 成果発表会（前半） 

第 17 回 成果発表会（後半） 

第 18 回 発表内容を振り返り、学びを整理しよう 

第 19 回 地域の方や関係者へ成果を共有しよう 

第 20 回 プロジェクト全体の振り返りと内省 
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ⅵ 新学科の広報活動についての取組 
１．教育改革の目的と新学科の設置 

昨年度に引き続き、令和7年度（2025年

度）からは、従来の普通科を転換し、

「未来共創科」（定員 80 名）を設置した

こと、さらに、この改革は、「新時代に

対応した高等学校改革推進事業」および

「高等学校 DX 加速化推進事業（DX ハイス

クール）」の採択を受けて進めているこ

とを周知した。本校は、予測不能な新し

い時代に対応した教育を実践するため、

これまでの「教科学習」と「探究学習」

に「情報活用」を加え、さらに「特別活

動等」を合わせた 4本の柱をカリキュラム

の軸として、デジタルスキルを活用して

進路選択の幅を広げ、多様な仲間ととも

に未来を創る人材の育成を目指してい

る。 

 
       （学校説明会用資料） 
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２．新学科の特色や学習内容の発信 

(1) 教育内容の周知 

広報活動においては、以下の 4 本柱を重

点的に説明した。 

①教科学習 

主体性と対話を重視した「協調学習」

や、ICT を活用した個別指導、希望者補習

の実施。 

②探究学習 

地域との出会いを通じて「さがす」、プ

ロジェクトを「やってみる」、経験を未来

へ「つなぐ」の 3ステップによる学び。 

③情報活用 

ICT が「当たり前」に存在する環境を整

え、日々の授業や朝礼、進路指導で活用。

ICT スキルの高い教員による指導体制をア

ピール。 

④特別活動等 

個性豊かな部活動や地域活動を通じた主体

性の育成。 

 
（学校説明会用資料） 

 

(2) コース制と進路 

2 年次からの 3 つのコース（自然科学、探究、総合）について、それぞれの進路目

標（理系・文系大学進学、専門学校、就職など）に合わせた手厚い指導内容を周知

した。 

(3) 入学者選抜の変更 

令和 7 年度入試から始まった「総合選抜」だが、今年度は「学業」「部活動等」

「社会活動」の３区分のうち、「社会活動」を「社会活動または情報活用」と変更

した。 
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３．生徒募集イベント・説明会の実施状況 

(1) 近隣中学校での説明会 

6 月から 7 月にかけて、近隣の 11 校および吉賀地区 3 校を訪問し、学校概況の説

明を行った。 

実施校： 美都中、津和野中、益田中、高津中、東陽中、浜田東中、中西中、日原中、

横田中、益田東中、吉賀地区（六日市中・吉賀中・柿木中）。 

(2) オープンスクール（場所：本校） 

新学科への理解を深めるため、体験授業や部活動体験、新寮（正徳寮）の見学な

どを実施した。また、本校グランドデザインにある「育てたい資質・能力」の中の

「発信力」「表現力」「対話力」を高めるため、在学生が探究学習の成果を発表し、

自分の高校生活や津和野高校の魅力を語る「生徒トーク」を実施した。 

第 1回（7月 28 日）： 93 組参加（昨年 127 組） 

第 2回（10 月 4 日）： 39 組参加（昨年 55 組） 

 

 
    （探究学習の発表） 

 

 
    （生徒トークの様子） 

 

(3) 地域みらい留学・しまね留学（対面・オンライン） 

県外生募集のため、東京・大阪での対面

説明会や、テーマ別のオンライン説明会に

積極的に参加した。 

①対面説明会 

ｱ)東京（6/21,22、22 組参加） 

ｲ)大阪（7/12,13、29 組参加） 

②オンライン説明会 

ｱ)しまね留学合同説明会（5/18、11/15） 

ｲ)地域みらい留学テーマ別説明会（5/29、

10/15） 

ｳ )地域みらい留学オンラインフェス

（5/31、7/5、8/2） 

 
（対面説明会の津和野高校ブース） 
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(4) 第２回中高連絡会 

 中学校の進路担当教員に令和８年度入学者選抜について説明する前に、未来共創

科での取り組みについて説明した。 

【期日】 

令和７年１１月２８日（金）１５：００～１６：００ 

【参加者】 

近隣の中学校（15 校）の教員—対面参加 10 名、オンライン参加 5名 

 

【スライド資料の一部】 
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(5) その他独自の説明会 

①ツコウふらっと TALK 

オンライン（6/6）および東京事務所での対面（8/5、8/7）を実施。 

②保護者のための進学トーク（10/24） 

日原にて、オンライン 8組、対面 2組が参加。 

③個別訪問 

11 組が本校を訪問。 

 

 

  



128 

４．探究学習の広報 

「総合的な探究の時間」の活動内容を、広報の重要な要素として位置づけた。 

(1)1 年生 

「Feel ℃ Walk」や「ブリコラージュゼミ」の実施。特にブリコラージュゼミで

は、3 年生や 1 年生自身が講師を務めるアウトプットの機会を増やした点を強調した。 

(2)２年生 

「探究学習発表会」に、近隣の中学生を招待し、津和野町の「教育フォーラム」

と同時開催して地域の大人を招く等、様々な年代の人が探究学習について一緒に考

える場を創出した。 

(3)３年生 

探究学習を含む高校生活３年間の学びをマインドマップで振り返り、Google Site

を使って「自分史」にまとめた。自らの活動を言語化するこの活動が、進路実現に

もつながった。 
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５．学校生活 

 学校 HP やインスタグラムで、授業の様子や生徒のインタビュー動画を紹介した。

生徒のインタビューでは、津和野高校を選んだ理由、入学後の変容等を語ってもら

った。 

 

 
（知識構成型ジグソー法の授業） 

  
（生徒インタビュー） 
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６．まとめ 

令和 7 年度入試では、新しく導入された「総合選抜」において、募集定員 32 人に

対し76人の出願があり、中学生の主体的な志向が強く表れる結果となった。 今年度

の生徒募集説明会への参加者数については、オープンスクールなどで前年度を下回

る項目もあったが、オンライン説明会や個別訪問を通じて、本校の「個を大切にす

る教育」や「ICT 環境の充実」に関心を持つ層へのアプローチを継続した。今後も

「未来共創科」での学びの姿を具体的に発信し、地域および全国から意欲ある生徒

を募る活動を推進する。 
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Ⅳ 令和８年度に向けて 
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ⅰ 成果と課題 
 本校はグランドデザイン（138 ページ参照）に基づき、今年度「１．安心・安全の

担い手となる生徒」「２．ICT を活用して表現・発信する生徒」「３．協働して価値

あるものを創造する生徒」「４．自己決定し粘り強く取り組む生徒」を重点目標に

掲げた。特に普通科改革と DX ハイスクールの事業との関わりでは、２の目標のうち

「情報活用能力」や「表現力」・「発信力」を、育てたい資質・能力として教育活

動を展開してきた。また、生徒が自身の現在地を確認するため、「育てたい資質・

能力ルーブリック」（139 ページ参照）を作成し、それに基づいて各学期に１回ずつ

（１・２年生は毎学期、３年生は１・２学期）５段階による自己評価を行った。こ

こでは、１学期当初と２学期末に行った「育てたい資質・能力ルーブリック」によ

る自己評価を分析することで、今年度の教育活動の成果と課題を明らかにしたい。 

 上記の自己評価における情報活用能力と表現力、発信力の推移については以下の

表の通りである。 

 １年生 ２年生 ３年生 平均 
１学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期 変化 

情報 

活用 
2.53 2.96 2.67 3.13 3.31 3.68 2.83 3.24 +0.41 

表現 2.61 2.94 2.71 3.00 3.13 3.64 2.81 3.19 +0.38 

発信 2.53 2.75 2.40 2.82 2.88 3.44 2.60 3.00 +0.40 

各資質・能力とも、全ての学年で 0.4 ポイント前後伸びている。この伸びはどこか

ら生じるのだろうか。 

 本校の総合的な探究の時間では、２年生で中間発表、３年生で自分史の発表と、

２学期にその成果を発表する機会が設けられており、その際の情報収集や分析、発

表には必ずと言っていいほどＩＣＴが用いられている。そうした発表を終えた達成

感から、このような伸びにつながったと考えられる。 

 また本校で１学期と２学期に行われた授業公開を見てみると、公開されたすべて

の授業で、生徒が個人端末を使う場面が設定されている。その上で、伸ばしたい資

質・能力として情報活用能力・表現力・発信力を設定している教員が、１学期 12 人

／23人、２学期14人／24人いた。実際年度末学校アンケート（生徒）でも、「本校

の授業には、生徒がＩＣＴを活用する場面がありますか」という質問に対する評価

が４点満点中平均 3.8、同じく「本校の授業には、生徒が自分の考えや意見をまとめ

発信する場面がありますか」に対して 3.7、「本校の授業は、ペアワークやグループ

ワークを通して、対話的で深い学びになっていますか」は 3.6 と高い評価になって

いる。本校では、総合的な探究の時間だけでなく多くの教科・科目で、普段の授業

から情報活用能力・表現力・発信力を育成すべく授業を展開していることが分かる

だろう。 

 さらに、これらの力と連動して高い伸びを見せたのが、自己決定力（主体性）と

知的好奇心である。（下表参照） 

 １年生 ２年生 ３年生 平均 
１学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期 変化 

自己 

決定力 
2.42 2.75 2.33 3.10 3.02 3.86 2.58 3.21 +0.62 

知的 

好奇心 
2.70 3.18 2.40 3.31 3.20 3.83 2.76 3.43 +0.66 

探究や教科の授業において、（ＩＣＴを用いて）自分の考えや意見をまとめ発表す

る際の「自己決定」（主体性）が、学びを自分事として捉えさせ、それが生徒の
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「知的好奇心」に結びついていると思われる。年度末学校アンケート（保護者）の

自由記述に以下のものがあった。「子どもは津和野高校の授業がとても面白く、毎

回熱中して取り組んでいるようです。そのため授業時間があっという間に感じられ、

テストや成績にも成果として表れており、達成感を持って学ぶことを楽しんでおり

ます。…中略…子ども自身も『もっと新しい発見や驚きのある学びに触れたい』と

いう期待を抱いており、主体的に取り組める環境が今後の成長に大きく影響すると

考えております。引き続き、子どもたちが熱中し、学ぶ喜びを感じられる教育活動

をお願い申し上げます。」まさに授業と主体性、知的好奇心の結びつきを端的に示

しているのではないだろうか。 

 最後に今年度の課題を提示する。生徒個人の中で一番低い評価がついた資質・能

力のうち、その人数が最も多かったものは「粘り強さ」であった（24 人）。生徒の

コメントからは、「困難に直面した際の『諦め』」や「自己の意見を貫けない『流

されやすさ』」、「計画・習慣の『継続的なコントロール』の難しさ」が理由とし

て見て取れる。今後、さらに小さな成功体験を積ませていったり、身近なロールモ

デルを見せてやったりすることで、多少の困難に直面しても「自分にもできる」と

取り組み続けることができる、そのような「粘り強さ」の育成にも手を広げていき

たい。 
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ⅱ １０年を見通した学校経営について 
 教育課程と資金について、以下のように方針をまとめた。 
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Ⅴ 資料編 
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【未来共創科１期生教育課程表】 

 

  令和7年度入学生

総合 探究 自然科学 総合 探究 自然科学

現 代 の 国 語 2 2 2

言 語 文 化 2 2 2

論 理 国 語 4 2 2 2 2 2 2 4

文 学 国 語 4 2 2 3 2 0～5

古 典 探 究 4 3 3 1 2 3 3 4～6

地 理 総 合 2 2 2

地 理 探 究 3 2 2 2 2 2 2 0～4

歴 史 総 合 2 2 2

日 本 史 探 究 3 2 2 2 2 2 2 0～4

世 界 史 探 究 3 2 2 2 2 2 2 0～4

公 共 2 2 2 2 2

倫 理 2 2 2 0～2

公 民 研 究 学校設定科目 3 0～3

数 学 Ⅰ 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 3 3 3 4 １年次の１単位は数学Ⅰ履修後の履修

数 学 Ⅲ 3 1 1 1 4 4 　　 4 0～5 ２年次の１単位は数学Ⅱ履修後の履修

数 学 Ａ 2 2 2

数 学 Ｂ 2 1 1 1 1 1 1 0～2

数 学 Ｃ 2 1 1 1 1 1 1 0～2

数 学 演 習 ２ 学校設定科目 1 1 1 0～1 ２年次の１単位は数学Ⅱ履修後の履修

数 学 演 習 ３ 学校設定科目 4 4 4 4

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

物 理 基 礎 2 2 2 0～2

物 理 4 2 4 0～6 ２年次の２単位は物理基礎履修後の履修

化 学 基 礎 2 2 2

化 学 4 2 4 0～6

生 物 基 礎 2 2 1 2 1 2

生 物 4 2 4 0～6 ２年次の２単位は生物基礎履修後の履修

自然科 学 研究 学校設定科目 イ　2 0～2

理 科 演 習 学校設定科目 3 0～3

体 育 7～8 3 2 2 2 2 2 2 7

保 健 2 1 1 1 1 2

音 楽 Ⅰ 2 2 0～2

美 術 Ⅰ 2 2 0～2

書 道 Ⅰ 2 2 0～2
英語コミュニケーションⅠ 3 3 3
英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4 4
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

論理・ 表 現Ⅰ 2 2 2
ベーシックイングリッシュα 学校設定科目 ア　2 2 2 0～2
ベーシックイングリッシュβ 学校設定科目 2 2 0～2
スタンダードイングリッシュ 学校設定科目 2 2 0～2

家 庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2

情 報 情 報 Ⅰ 2 2 2

31 26～28 29 30 24～26 29 29 81～90

保 育 基 礎 2～6 ウ　2 0～2

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 ア　2 0～2

体 育 ス ポ ー ツ Ⅱ 2～12 ウ　2 0～2

演 奏 研 究 2～6 エ　3 0～3

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 2～6 イ　2 0～2

素 描 2～18 イ　2 0～2

情報メディアデザイン 2～18 エ　3 0～3

情 報 活 用 学校設定科目 3 0～3
プログラミング 発展 学校設定科目 1 0～1
プログラミング 応用 学校設定科目 エ 3 0～3
デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 学校設定科目 1 1 1 1 0～2

0 3～5 1 1 5～7 1 2 2～12

3～6 1 1 2 1 1 2 1 3～5

0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 0～2 0～6

1 1 1 1 1 1 1 3

33～35 33～35 33～35 33～35 33～35 33～35 33～35 99～105

0 3～6 3～4 3～4 3～12 6～10 4～8 6～18

・自立活動は，学校教育法施行規則第140条に基づき設定する障がいに応じた特別の指導。

単 位数及び週あ たり時数の合 計

学 校 設 定 科 目 単 位 数 計

（注）・地理歴史科の選択科目、数学Ⅲ、物理、生物は２～３年次の継続履修とする。

美 術

キャリアデザイン

専 門 教 科 ・ 科 目 単 位 数 計

総 合 的 な 探 究 の 時 間

自 立 活 動

ホ ー ム ル ー ム 週 あ た り 時 数

音 楽

備考

国 語

地理歴史

公 民

数 学

理 科

保健体育

芸 術

外国語

共 通 教 科 ・ 科 目 単 位 数 計

家 庭

全　日　制 未来共創科

教科 科目
標  準
単位数

１年
２年 ３年 単位数

の合計

島根県立津和野高等学校　教育課程編成計画表
課　  程 学　  科 類型の名称

ア イ
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【令和 7年度 グランドデザイン】 

 
 

 

 

 

 



139 

【育てたい資質・能力ルーブリック】 
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ベ
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４
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ベ
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。
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野
に
対
し
て
、
学
習
方
法

や
調
査
方
法
を
考
え
た
り
、
振
り
返
っ
て
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
し
い
情
報
や
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
興
味
を
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

新
し
い
情
報
や
課
題
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
自
ら
学
ぼ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
興
味
を
持
っ
た
分
野
に

対
し
て
、
積
極
的
に
調
査
や
学
習
を
行
い
、
深
い
理
解
を
得

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

新
し
い
情
報
や
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
質
問
や
意
見
交
換
を

行
う
。
ま
た
、
興
味
を
持
つ
分
野
の
探
究
を
進
め
、
複
数
の
視
点
か
ら

課
題
を
捉
え
、
学
び
を
深
め
て
い
る
。

共
感
力

相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
。

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

相
手
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

他
者
の
状
況
や
背
景
を
深
く
理
解
し
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き

る
。

他
者
の
状
況
や
背
景
を
深
く
理
解
し
寄
り
添
う
こ
と
で
、
課
題
の
本
質

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

思
考
判
断
力

与
え
ら
れ
た
情
報
を
整
理
で
き

る
。

課
題
を
適
切
に
捉
え
、
論
理
的
に
掘
り
下
げ

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
分
析
、
評
価
、
活
用
し
な
が
ら

新
し
い
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

複
雑
な
問
題
を
理
解
し
、
他
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
多

角
的
な
視
点
で
考
え
、
柔
軟
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
判
断
を
論
理
的
に
説
明
で
き
る
。

複
雑
な
問
題
を
多
角
的
な
視
点
で
分
析
し
、
他
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

つ
つ
深
く
洞
察
し
て
、
柔
軟
か
つ
批
判
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
自
分
の
判
断
を
根
拠
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。

創
造
力

既
存
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
識
を
使

い
課
題
を
完
成
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

既
存
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
識
を
使
い
課
題
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

創
造
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

創
造
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
他
者
と
協
力
し
て
新
し

い
解
決
策
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
独
自
の
視
点
を
持
ち
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

の
中
で
も
創
造
す
る
こ
と
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

協
働
性

 所
属
す
る
集
団
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
い
る
。

所
属
す
る
集
団
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
協
力
的
に
作
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。

グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換
を
行
い
、
自
分
の
役
割
を
果
た

し
、
他
者
と
協
力
し
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
と
異
な
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
グ

ル
ー
プ
の
中
で
積
極
的
に
自
分
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

他
者
と
協
働
し
て
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
で
き
る
。

他
者
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
内
で
役
割
を
適

切
に
分
担
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
目
標
達
成
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
。
他
者
を
尊
重
し
、
ど
ん
な
状
況
で
も
協
力
的
で
あ

る
。

多
様
性
活
用
力

自
分
と
異
な
る
意
見
や
価
値
観
に

関
心
を
持
ち
、
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
が
あ
る
。

自
分
と
異
な
る
意
見
や
価
値
観
を
尊
重
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

異
な
る
意
見
や
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
、
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
。

異
文
化
や
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
々
と
協
力
し
、
相
手
の
考

え
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
。
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
引

き
出
し
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

意
見
や
価
値
観
の
違
い
を
超
え
、
異
文
化
や
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
々

と
共
に
よ
り
良
い
未
来
を
創
り
出
す
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

表
現
力

口
頭
や
筆
記
で
自
分
の
考
え
を
表

す
こ
と
が
で
き
る
。

他
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
新
た
な
視
点
を

取
り
入
れ
た
う
え
で
自
己
の
意
見
を
持
ち
、

集
団
に
お
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

他
者
と
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
通
し
て
自
己
の
意
見
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
集
団
に
お
い
て
自
分
の
考
え
を
述

べ
た
り
他
者
の
考
え
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
己
と
他
者
の
共
通
点
や
違
い
を
認
め
な
が
ら
自
分
の
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
集
団
に
お
い
て
数
人
の
人
と
協
働

し
て
も
の
ご
と
を
進
め
て
い
く
た
め
の
会
話
が
で
き
る
。

自
己
を
十
分
に
理
解
し
、
他
者
の
視
点
や
立
場
も
理
解
し
な
が
ら
お
互

い
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
集
団
に
お
い
て
多
数
の
人
と
協
働

し
て
も
の
ご
と
を
進
め
て
い
く
た
め
に
説
得
力
の
あ
る
表
現
が
で
き

る
。

対
話
力

他
者
と
の
対
話
に
お
い
て
、
相
手

の
考
え
や
意
見
を
理
解
し
、
自
分

の
意
見
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

他
者
と
の
対
話
に
お
い
て
、
相
手
の
考
え
や

意
見
を
理
解
し
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
自

分
の
意
見
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

異
な
る
意
見
を
受
け
入
れ
、
冷
静
に
対
話
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
協
力
的
に
解
決
策
を
模
索
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

意
見
が
異
な
る
場
合
で
も
冷
静
に
建
設
的
な
対
話
を
進
め
、

最
適
な
解
決
策
や
合
意
点
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

他
者
と
の
対
話
に
お
い
て
、
相
手
の
考
え
や
意
見
を
深
く
理
解
し
、
相

手
を
引
き
込
む
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
、
さ
ら
な
る
意
見
を
引
き
出

し
、
双
方
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
信
力

自
分
の
意
見
や
考
え
を
人
前
で
話

す
こ
と
が
で
き
る
。

意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
、
自
分
な
り
の

意
見
や
考
え
を
そ
の
場
で
考
え
話
す
こ
と
が

で
き
る
。

他
者
に
配
慮
し
て
、
論
理
的
な
整
合
性
の
あ
る
発
表
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

様
々
な
方
法
で
発
信
で
き
、
聴
衆
の
関
心
を
引
き
付
け
る
力

が
あ
る
。
ま
た
、
相
手
の
反
応
に
応
じ
て
自
分
の
発
信
方
法

を
柔
軟
に
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
（
口
頭
、
文
章
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
ど
）
を
適
切
に
使

い
分
け
、
相
手
に
影
響
を
与
え
る
発
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
相
手
の
反
応
に
応
じ
て
自
分
の
考
え
を
深
め
、
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

自
他
理
解

自
分
の
経
験
や
行
動
の
結
果
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
性
格
や
行
動
、
価
値
観
を
把
握
し
、

自
分
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

自
己
理
解
が
で
き
て
お
り
、
自
己
調
整
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

自
己
理
解
が
で
き
て
お
り
、
目
標
や
夢
の
実
現
の
た
め
に
行

動
す
る
と
と
も
に
、
他
者
の
考
え
や
立
場
の
理
解
に
努
め
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
己
理
解
が
で
き
て
お
り
、
他
者
の
考
え
や
立
場
の
理
解
に
努
め
な
が

ら
、
社
会
の
中
で
自
分
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
い
の
か
考

え
、
そ
れ
を
目
標
や
夢
と
関
連
付
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
己
決
定
力

他
者
の
助
言
を
参
考
に
、
自
ら
判

断
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
と
学
習
や
部

活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
。

や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
前
向
き
か
つ
計
画
的
に

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
確
な
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
時
間
管
理
や
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
他
者
へ
の
影
響
を
考
え
な
が
ら
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
目
標
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
計
画
的
に
行
動
し
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
の
中
で
他
者
へ
の
影
響
を
考
え
な
が
ら
自
分
の
役

割
を
考
え
、
大
局
的
に
判
断
し
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

粘
り
強
さ

目
標
達
成
の
た
め
に
、
自
己
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
粘
り
強
く

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

目
標
達
成
の
た
め
に
、
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、
失
敗
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
そ

こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

失
敗
を
次
の
挑
戦
に
活
か
し
、
前
向
き
に
改
善
し
、
努
力
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
姿
勢
に
よ
っ
て
、
周
囲
に

良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
ん
な
困
難
な
状
況
で
も
諦
め
ず
、
周
囲
を
励
ま
し
な
が
ら
課
題
解
決

に
向
け
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
姿
勢
に
よ
っ

て
、
周
囲
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
キ
ャ
リ
ア
探
究
性

キ
ャ
リ
ア
探
究
性
は
、
自
分
の
強
み
や
興
味
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
状
況
を
認
識
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
自
分
の
目
標
を
決
め
、
粘
り
強
く

達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
人
間
性
で
す
。
日
々

の
生
活
の
中
で
自
分
を
見
つ
め
、
将
来
の
進
路

や
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
こ
の
力
を
育
む
こ
と

で
、
自
分
に
合
っ
た
道
を
選
び
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
　
津
和
野
高
等
学
校
　
育
て
た
い
資
質
・
能
力
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

カ
テ
ゴ
リ
ー

定
義

資
質
・
能
力

①
基
礎
力

基
礎
力
は
、
学
習
や
生
活
の
基
盤
と
な
る
力
で

す
。
自
分
や
他
者
の
心
と
体
の
健
康
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
必
要
な
知
識
や
技
能
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
情
報
を
自
分
の
判

断
で
見
極
め
て
う
ま
く
活
用
す
る
能
力
が
含
ま

れ
ま
す
。
こ
の
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
課
題
に

対
応
で
き
る
強
さ
を
身
に
つ
け
、
自
他
を
尊
重

し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
題
発
見
力
は
、
問
題
や
課
題
を
見
つ
け
る
力

で
す
。
自
分
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
探

究
し
、
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
新
し
い
こ
と
を

学
び
ま
す
。
ま
た
、
他
者
の
困
り
ご
と
や
課
題

を
理
解
し
、
問
題
を
深
く
考
え
、
判
断
す
る
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、
ど
ん
な
場
面
で
も
課
題
を
見
つ
け
出

し
、
解
決
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
課
題
発
見
力

③
課
題
解
決
力

課
題
解
決
力
は
、
見
つ
け
た
課
題
や
問
題
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
を
考
え
、
実

行
す
る
力
で
す
。
こ
れ
に
は
、
創
造
的
な
ア
イ

デ
ア
を
生
み
出
す
力
、
仲
間
と
協
力
し
て
問
題

に
取
り
組
む
力
、
そ
し
て
異
な
る
意
見
や
立
場

を
尊
重
し
、
多
様
な
視
点
を
活
か
し
な
が
ら
解

決
策
を
見
つ
け
実
行
に
移
す
力
が
含
ま
れ
ま

す
。
こ
の
力
を
高
め
る
こ
と
で
課
題
解
決
に
向

け
て
実
行
力
が
高
ま
り
ま
す
。

④
社
会
情
緒
的
能
力

社
会
情
緒
的
能
力
は
、
自
分
及
び
他
者
の
感
情
や
思

考
を
理
解
し
て
よ
り
よ
い
関
係
性
を
築
き
、
学
校
や

地
域
な
ど
の
集
団
の
発
展
を
構
想
す
る
力
で
す
。
自

分
の
学
校
生
活
を
送
る
う
え
で
は
、
自
分
の
感
情
を

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
他
者
と
よ
り
よ
く
対

話
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
感
情

や
思
考
を
表
現
す
る
際
に
は
、
他
者
か
ら
共
感
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
よ
り
よ
く
発
信
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
こ
の
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
自
分
と
他
者
、
学

校
や
地
域
な
ど
の
集
団
で
の
人
間
関
係
を
適
切
に
築

き
、
自
分
の
心
と
体
の
健
康
・
成
長
も
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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【育てたい資質・能力ルーブリック ２学期集計結果】 
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特に力を入れて取り組みたい資質・能力に関してのこれまでの取り組み内容に関する記述 

（言及の多かった資質順） 

生徒の取り組み記述から、各資質・能力への具体的なアプローチと意識の変化を読み解きます。 

1. ④社会情緒的能力 / 対話力 

「対話力」に取り組む生徒の活動は、場数を踏むことと質の向上の二軸で展開されています。 

・活動の多様性: 授業、部活動、校外（オープンスクール、地域の方）など、日常的な対話から

公式な対話まで、活動範囲を広げています。 

・意識の変化: 単に話すだけでなく、「相手の話を最後まで聞く」「自分の意見をわかりやすく

伝える」「意見が違っても冷静に対話を進める」など、相互理解を目的とした対話を意識して

います。 

 

2. ⑤キャリア探究性 / 粘り強さ 

「粘り強さ」に取り組む生徒は、具体的な「日々の習慣」を通じて能力を養おうとしています。 

・継続的な努力: 「テスト勉強を粘り強く頑張った」「ほとんど毎日家で勉強できた」「毎日腕

立てをした」など、学習面や体力面で継続する努力を重視。 

・課題解決への執着: 部活動で課題を見つけた際に「試行錯誤し、次につなげられるように意識

して取り組んだ」り、「失敗を前向きに捉え」るなど、困難に直面した際の姿勢を改善しよう

としています。 

 

3. ②課題発見力 / 知的好奇心 

「知的好奇心」に取り組む生徒は、知識獲得と行動力を結びつけています。 

・即時性: 「疑問に思ったらすぐ調べてみる」といった、興味を持った瞬間に知識を深めようと

する行動が中心です。 

・挑戦と体験: 英語の勉強やグローカルの企画、地域の活動など、「興味のあることに取り組み

ました」という記述が多く、行動を通じて新たな課題や知識を発見する姿勢が見られます。 

 

4. ⑤キャリア探究性 / 自己決定力 

「自己決定力」に取り組む生徒は、受け身からの脱却を目指しています。 

・主体的参加: 「自分から行動することを意識し」「部活動や地域の行事...に積極的に参加し

ました」という記述から、まずは**「やる/やらない」を自分で決める**訓練を積んでいること

が分かります。 

・意思の確立: 「人の意見に頼らず自分で決めるということを取り組みました」というように、

他者との違いを恐れず自分の意志を明確に持つことを意識しています。これは、「他者依存」

からの脱却を意図していると推察されます。 
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【第１回 ICT 研修会配布資料】 
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【第２回 ICT 研修会配布資料】 
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【第３回 ICT 研修会配布資料】 
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【第２回東京企業訪問案内】 



155 



156 

 
 

 

 



157 

【未来へつなぐコンサート案内】 
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【デジタル講座（前期）案内】 
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【タイピング大会案内（生徒作成）】 
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【デジタル推進委員資格取得講座案内】 
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【Google for Education 事例校サミット案内】 
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【ビジネスマナー講座案内】 
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【平岡慎也氏講演会案内】 
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【Unity プログラミング講座案内】 
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【デジタル推進委員資格取得講座 受講生作成案内】（原本は A4） 

（１班） 

＜表＞                ＜裏＞ 

 

 

＜表のみ＞ 
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（２班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３班） 

＜表＞                ＜裏＞ 

 

 

 



 

新時代に対応した高等学校改革推進事業 

（普通科改革支援事業） 

２０２５年度（令和７年度）第２年次 実施報告書 

令和８年３月発行 
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